
ラジカル損傷過程においては、初期反応として H の引き抜き反応の後過酸化反応が起こり、それに続い

てラジカル反応が関与する分解反応が進行

する 5）。今回得られた結果より、γ線照射

によるリノレン酸の損傷過程においてカロ

テノイド色素は、反応速度が速い初期ラジ

体

可

る

分
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カル反応によるリノレン酸過酸化反応には

影響を与えないが、その後進行するリノレ

ン酸分解反応には条件によって抑制的効果

および促進的効果を示すことが明らかとな

った。 

 これらのことより、放射線耐性細菌にお

いて、赤色カロテノイド色素が細胞膜等脂

質部位において放射線照射により生成する

ラジカルをスカベンジングし、周辺に存在

する生体脂質および共存するその他の生体

分子をラジカル反応による損傷より保護す

防護機構の存在が示唆された。また、細菌

能性が示された。今後、カロテノイド色素

ため、リポソームのような細胞モデル系を

子損傷へ、放射線耐性細菌含有カロテノイ

ド色素がどのような影響を与えるのかについて検討する必要があると考える。 

 

ることにより、その放射線耐性能に寄与しているという生

細

対するより実際的な生体防護機構を検証す

用いて放射線照射による生体脂質損傷およびその他の生体

胞中のカロテノイド色素の濃度は厳密に制御されている

による放射線に
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Fig. 3. γ線照 応に対するβ-カ
ロテンの影響. * 0 mol/L 試料と比較して有意差のある試

x 
10

-3
 m

ol
/L

) 

射によるリノレン酸分解反

（P < 0.05）. 
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